
こんな方にも 

主催：神奈川県   運営：（公社）かながわ福祉サービス振興会 

 神奈川県では、介護に頑張る事業所を応援する取組として、介護サービスの質の向上や人材育成、
処遇改善等について一定の水準を満たしている介護サービス事業所等を認証する「かながわ認証」
および、顕著な成果をあげたサービス事業所等を表彰し、奨励金を交付する「かながわベスト介護
セレクト20」を実施しています。この優良介護サービス事業所「かながわ認証」を取得するための支
援として、本セミナーを実施いたします。 

〒231-0023 横浜市中区山下町23 日土地山下町ビル9階 

TEL：045-227-5692 FAX：045-671-0295 

かなふく人財センター 経営支援課 

◆定員  各テーマ30名 

◆費用  無料 

◆対象  介護福祉関係者 

 

 ①参加申込書にご記入の上、下記事務局までFAX 
 ②かなふく人財センター研修総合サイト http://www.kanafuku.jp/plaza/ にアクセス 
   （テーマ毎のQRコードより、申込ページへアクセスできます。） 

お申込方法 

地域連携・地域包括ケア講座 

高齢者虐待・事故防止講座 

看取り講座 

リハビリテーション講座 

人材育成講座 

認知症理解・対応講座 

神奈川県受託事業 



【リハビリテーション講座】 

1月14日(火)    10:00～15:00（9:40 受付開始）   

日程 

会場 

講師 大平 雅弘 氏  
（横浜新緑総合病院リハビリテーション部係長 訪問リハビリテー
ション責任者・作業療法士）  

 本講座では、①利用者の生活を支える大切な介助技術と、②病院からの退院直後の転倒予防において支援者が心
掛けるポイント、この2つのテーマについて講義と実技練習から学ぶことができます。介助技術は動作介助だけで
なく、利用者の姿勢の特徴に応じた車いすシーティング（ポジショニング）についても取り上げます。転倒予防で
は、リスクコミュニケーションという考え方を取り入れた、画期的な支援方法をお伝えします。 

 

もう一度振り返る介助技術と転倒予防の考え方 
                 ～動作介助から車いすシーティングまで～ 

カリキュラム 

◆車いすシーティング：利用者の座位負担

を減らせるコツ・様々な種類の車いす・クッ

ションの乗車体験 

◆介助指導のコツ：起居動作、起立・着座、

移乗、床からの立ち上がり（転倒後の介

助）・段差昇降（送迎） 

◆病院退院時の利用者様の生活に潜む

転倒リスク！支援者が気を付けたいこと 

～転倒予防をリスクコミュニケーションの

視点から考える～実践例紹介 

18・19年度かながわベスト介護セレクト20連続受賞。 
07年広島大学医学部保健学科卒業。14年首都大学東京大学院人間健
康科学研究科前期過程修了。 

大学卒業後、横浜新緑総合病院にて回復期リハビリ病棟、急性期脳神経
外科病棟、外来リハを担当。（一社）日本認知神経リハビリテーション学会
代議員を務める。 

【認知症理解・対応講座】 

1月10日(金)    14:00～16:30（13:40 受付開始）   

日程 

会場 鎌倉芸術館 会議室1 

 （鎌倉市大船6-1-2） 
 JR大船駅より徒歩10分 

講師 千葉 由美 氏  

（横浜市立大学医学部看護学科 教授） 

 摂食嚥下は命を保持するための栄養を取り込む重要な機能です。この機能が低下すると肺に食べ物や飲み物が入り
込む「誤嚥」の原因となり、肺炎を引き起こします。本講座では、摂食嚥下のメカニズムの説明とともに、簡易検査法を用
いた評価、誤嚥予防のための介助等、特に認知症の方に対しての対応方法をワークを含めてご紹介します。在宅・施設に
おいて摂食嚥下障害者を介護している方等に対する具体的な介助法の習得を目指します。  

摂食嚥下簡易検査法と誤嚥予防のための要介護者への介助法 

カリキュラム 

・摂食嚥下簡易検査法とは 

・誤嚥予防のための介助法 

略歴 

鎌倉芸術館 会議室1 
 （鎌倉市大船6-1-2） 
 JR大船駅より徒歩10分 

摂食嚥下障害、急性期・回復期リハビリテーション、ケアシステム開発、最
近では臓器・細胞移植医療（再生医療）にも注目した臨床・研究における
看護活動を展開している。「認知症高齢者への食事支援、介護技術」「口
から食べることを目指すケア―経管栄養から経口へ―」等、著書多数。 

略歴 



【人材育成講座】 

1月20日(月)  14:30～16:30 （14:15 受付開始）   

日程 

会場 

講師 阿部 充宏 氏  
（合同会社 介護の未来 代表） 社会福祉士・介護福祉士・介護
支援専門員  

カリキュラム 

・中堅スタッフを育てていくこと 

・講師のリアルな失敗例から学ぶ 

・「現場で起きている事例」から考える 

臨床経験（25年）に基づき、介護職、相談職、介護支援専門員、在宅介護

支援センター、特養施設長、法人事業部長という様々なステージの経験
に基づいた現場主義。同時に人口減少社会における業界の人財動向及
び社会保障改革等の動向を見据えた視点で「人財・専門家」を考える介護
業界のトップランナー。厚労省、公的機関講演・著書多数。 

【認知症理解・対応講座】 

1月23日(木)  14:00～16:30 （13:40 受付開始）  

日程 

会場 

講師 木村 貴純 氏  

（木村内科・胃腸内科 院長） 医師・医学博士 

カリキュラム 

・認知症薬の基本的知識 

・常用薬との飲み合わせによる副作用 

・認知症対策の工夫や困りごと~事例

を通して考える~ 

H12年東京慈恵医科大学卒業後、東京済生会中央病院、東京慈恵医科
大学等を経てH26年より本職。 

内科認定医、日本消化器病学会専門医、日本肝臓学会専門医、日本内
視鏡学会専門医、プライマリー・ケア連合学会認定医・指導医 

鎌倉芸術館 会議室1 
 （鎌倉市大船6-1-2） 
 JR大船駅より徒歩10分 

鎌倉芸術館 会議室1 

 （鎌倉市大船6-1-2） 
 JR大船駅より徒歩10分 

 「参考書」や「あるべき論」だけで解決しないのが介護人財育成（専門家育成）です。今回のセミナーでは、「講師のリアル
な失敗例」から、「現場であるあるの実例」をご紹介し、中間管理者層（専門家）の成長（育成）を考えます。 

 認知症になってから処方されるお薬と普段飲んでいるお薬って同時に飲んで大丈夫なの？副作用は？現役専門医師
が介護事業者なら知っておきたい薬の知識から実際の事例を通して対応方法について考えていく、知識習得から発展
的思考を得るための講座。 

略歴 

略歴 

新・認知症戦略～1000万人認知症患者 傾向と対策～ 
 認知症疾患診療ガイドライン―新オレンジプランから見えてくるもの 

中堅スタッフは組織の「宝」 ～更に質の高い専門家を目指して～ 



【地域連携・地域包括ケア講座】 

2月3日(月)  14:00～16:00 （13:40 受付開始）   

日程 

会場 ユニコムプラザさがみはら セミナールーム1 

 （相模原市南区相模大野3丁目3番2号  

             bono相模大野サウスモール3階） 
 小田急線 相模大野駅より徒歩5分 

講師 梅本 聡 氏  
（株式会社 Qship 代表取締役） 介護福祉士、介護支援専門員 

 地域との協力体制をどのように進めていくか、ボランティアとの付き合い方はどういった方法がいいのか…現場での
体験を活かし、地域との付き合い方・向き合い方を学びます。 

～介護業界で地域連携は何故求められているのか～ 

カリキュラム 

・そもそもなぜ地域連携が必要なのか 

・地域密着型事業所（グループホーム） 

での地域連携：取組みの実際 

・介護保険事業者との地域連携：住民 

にとってのメリットとは 

・何のためのボランティアなのか 

福祉専門学校を卒業後、心身障害者デイケア施設、身体障害者療護施
設、特別養護老人ホームで介護職員・生活相談員・認知症対応型共同生
活介護のホーム長、事業部部長を歴任。また、通所介護・居宅介護支援・
訪問介護を統括、介護老人福祉施設副施設長を務める。その後、介護ア
ドバイザー、施設・事業所運営サポート、人材育成、施設・事業所開設プ
ロデュースを行う。 

【看取り講座】 

2月14日(金)  14:00～16:00 （13:40 受付開始）   

日程 

会場 

講師 柴田 範子 氏  
（特定非営利活動法人 楽 理事長）  

 事業所側の看取りへの準備だけでなく、直接介護するスタッフの方々へのケアはされていますか？ご家族へどのよう
に看取りを説明していますか？一人暮らしの認知症高齢者の方への注意点は？看取りに関する基礎的知識からスタッ
フへのケア方法まで学べます。ご自分の「看取り観」へ気づきを得るための講座です。 

～利用者と家族とわたし達の看取り～ 

カリキュラム 

・看取りケアとは 

・最期を迎えるための準備や環境づくり 

・ご利用者、家族との向き合い方 

・看取りケアの実際 

・グリーフケア 

川崎市福祉事務所で12年間ホームヘルパーとして勤務。H16年に「楽」を
設立し、認知症デイサービス「ひつじ雲」を開所。H18年に小規模多機能

型居宅介護へ形を変える。川崎市内で福祉・介護にかかわる事業、研修、
研究、相談事業、若年性認知症ケアへの取組みも行う。シルバー産業新
聞「支える現場を踏まえて」を8年間継続執筆し、その他著書多数。 

ユニコムプラザさがみはら セミナールーム1 

 （相模原市南区相模大野3丁目3番2号  

             bono相模大野サウスモール3階） 
 小田急線 相模大野駅より徒歩5分 



【人材育成講座】 

2月18日(火)  14:30～16:30 （14:15 受付開始）   

日程 

会場 

講師 阿部 充宏 氏  
（合同会社 介護の未来 代表） 社会福祉士・介護福祉士・介護
支援専門員  

中堅スタッフは組織の「宝」 ～更に質の高い専門家を目指して～ 

カリキュラム 

・中堅スタッフを育てていくこと 

・講師のリアルな失敗例から学ぶ 

・「現場で起きている事例」から考える 

臨床経験（25年）に基づき、介護職、相談職、介護支援専門員、在宅介護

支援センター、特養施設長、法人事業部長という様々なステージの経験
に基づいた現場主義。同時に人口減少社会における業界の人財動向及
び社会保障改革等の動向を見据えた視点で「人財・専門家」を考える介護
業界のトップランナー。厚労省、公的機関講演・著書多数。 

 「参考書」や「あるべき論」だけで解決しないのが介護人財育成（専門家育成）です。今回のセミナーでは、「講師のリアル
な失敗例」から、「現場であるあるの実例」をご紹介し、中間管理者層（専門家）の成長（育成）を考えます。 

略歴 

【リハビリテーション講座】 

2月21日(金)    10:00～15:00（9:40 受付開始）   

日程 

会場 

講師 大平 雅弘 氏  
（横浜新緑総合病院リハビリテーション部係長 訪問リハビリ
テーション責任者・作業療法士）  

 本講座では、①利用者の生活を支える大切な介助技術と、②病院からの退院直後の転倒予防において支援者が心
掛けるポイント、この2つのテーマについて講義と実技練習から学ぶことができます。介助技術は動作介助だけで
なく、利用者の姿勢の特徴に応じた車いすシーティング（ポジショニング）についても取り上げます。転倒予防で
は、リスクコミュニケーションという考え方を取り入れた、画期的な支援方法をお伝えします。 

 

もう一度振り返る介助技術と転倒予防の考え方 
                 ～動作介助から車いすシーティングまで～ 

カリキュラム 

◆車いすシーティング：利用者の座位負担

を減らせるコツ・様々な種類の車いす・クッ

ションの乗車体験 

◆介助指導のコツ：起居動作、起立・着座、

移乗、床からの立ち上がり（転倒後の介

助）・段差昇降（送迎） 

◆病院退院時の利用者様の生活に潜む

転倒リスク！支援者が気を付けたいこと 

～転倒予防をリスクコミュニケーションの

視点から考える～実践例紹介 

18・19年度かながわベスト介護セレクト20連続受賞。 
07年広島大学医学部保健学科卒業。14年首都大学東京大学院人間健
康科学研究科前期過程修了。 

大学卒業後、横浜新緑総合病院にて回復期リハビリ病棟、急性期脳神経
外科病棟、外来リハを担当。（一社）日本認知神経リハビリテーション学会
代議員を務める。 

略歴 

ユニコムプラザさがみはら セミナールーム1 

 （相模原市南区相模大野3丁目3番2号  

             bono相模大野サウスモール3階） 
 小田急線 相模大野駅より徒歩5分 

ユニコムプラザさがみはら セミナールーム1 

 （相模原市南区相模大野3丁目3番2号  

             bono相模大野サウスモール3階） 
 小田急線 相模大野駅より徒歩5分 



令和元年度「かながわ認証」取得支援セミナー参加申込書 

氏名 

法人名・事業所名 

役職・職種 

電話番号 FAX番号 

メールアドレス 

下記に必要事項をご記入ください。 

参加希望回に〇をつけてください。 

※メールにて開催案内等差し上げますので、空欄にせずご記入ください。 
 

≪送信先：（公社）かながわ福祉サービス振興会 045-671-0295≫ 

相模原開催  会場：ユニコムプラザ相模原（相模原市南区相模大野3丁目3番2号  
                                bono相模大野サウスモール3階） 

【地域連携・地域包括ケア講座】 
介護業界で地域連携は何故求められているのか 

令和2年2月3日(月)      14:00～16:00 

【看取り講座】 利用者と家族と私達の看取り 令和2年2月14日(金)  14:00～16:00 

【人材育成講座】 
中堅スタッフは組織の「宝」  
～更に質の高い専門家を目指して～ 

令和2年2月18日(火)     14:30～16:30 

【リハビリテーション講座】  
もう一度振り返る介助技術と転倒予防の考え方  
～動作介助から車いすシーティングまで～ 

令和2年2月21日(金)     10:00～15：00 

                （昼休み有） 

鎌倉開催  会場：鎌倉芸術館（鎌倉市大船6-1-2） 

【認知症理解・対応講座1】  
摂食嚥下簡易検査法と誤嚥予防のための 
要介護者への介助法 

令和2年1月10日(金)      14:00～16:30 

【リハビリテーション講座】  
もう一度振り返る介助技術と転倒予防の考え方  
～動作介助から車いすシーティングまで～ 

令和2年1月14日(火)  10:00～15：00 
           （昼休み有） 

【人材育成講座】 
中堅スタッフは組織の「宝」  
～更に質の高い専門家を目指して～ 

令和2年1月20日(月)     14:30～16:30 

【認知症理解・対応講座2】 
新・認知症戦略～1000万人認知症患者 傾向と対策～ 
認知症疾患診療ガイドライン―新オレンジプランから 
 見えてくるもの 

令和2年1月23日(木)     14:00～16:30 



無料アドバイザー派遣制度について 
 
かながわ認証を取得したいけど、何からやればいいかわからないなぁ・・・。 
最近、かながわ認証ってよく聞くけどどんな制度なのか詳しく聞きたい。 
 

このようなお声にお応えして、神奈川県が無料で専門家を派遣する制度がございます！ 
まずはお気軽にお問い合わせください♪ 
 
お問合せ先  045-227-5692 
 
◆対象事業所 
 ・かながわ認証取得を目指している事業所 
  （申請対象サービス事業所） 
  
◆費用 
 無料 
 
 
 

法人名                        
 
所属・役職                            
 
氏名          フリガナ       
  
 
電話番号  
                                  
FAX番号  
                                  
Mailアドレス  
 
初回訪問希望 初回訪問日について、希望される月や曜日、お時間帯等をご記入ください。 
 
 
※受付後、後日改めてご連絡いたします。 
 
ご相談の内容（下記から選択し、○をつけてください） 
1. かながわ認証制度を詳しく聞きたい 
 （認証を取得するために必要な情報の提供、何から手を付けたらいいかわからない等、課題の洗い出し 他） 
2. 人材育成相談 
 （サービスの質向上のため研修を充実させたい、幹部候補育成、研修制度の見直し等） 
3. 人事労務、就業環境整備に関すること 
 （就業規則の策定・見直し、キャリアパスの構築・見直し、職員採用策・定着策の検討など） 
4. その他（                                 ） 
 （講師に研修を自施設で実施してほしい、階層別の研修を受講したいので、相談に乗ってほしい 他） 
ご相談の詳細 
 
 
 
 
 
 
 

無料アドバイザー相談依頼表（ＦＡＸにて受付中） 

≪送信先：（公社）かながわ福祉サービス振興会 045-671-0295≫ 

かながわ認証取得 

課題解決・サービスの
質の向上の取組支援 



主催：神奈川県   運営：（公社）かながわ福祉サービス振興会 


